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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第２四半期連結
累計期間

第50期
第２四半期連結

累計期間
第49期

会計期間
自2017年５月21日
至2017年11月20日

自2018年５月21日
至2018年11月20日

自2017年５月21日
至2018年５月20日

売上高 （千円） 13,061,368 14,869,304 26,594,096

経常利益 （千円） 2,515,121 2,551,735 4,823,132

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（千円） 1,774,329 1,595,856 3,260,863

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,055,263 1,520,909 3,510,200

純資産額 （千円） 39,162,151 40,956,356 40,041,972

総資産額 （千円） 43,305,641 46,487,282 45,137,071

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 49.36 44.39 90.71

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 90.4 88.1 88.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,712,831 1,625,230 2,348,856

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,705,267 △4,810,887 2,927,675

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △580,351 △1,692,224 △1,155,100

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 8,705,680 5,129,586 9,942,249

 

回次
第49期

第２四半期連結
会計期間

第50期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自2017年８月21日
至2017年11月20日

自2018年８月21日
至2018年11月20日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 26.44 19.08

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　　　　　４．第１四半期連結会計期間において、株式取得によりPowerbox International ABを子会社化したことに伴

い、第１四半期連結会計期間から同社及びその子会社を連結の範囲に含めております。

　　　　　５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

第１四半期連結会計期間において、当社はPowerbox International AB（以下、PRBX）の株式取得を行い、同社及

びその子会社を連結子会社といたしました。

当社グループが保有する製品/技術と、PRBXが保有する高い製品開発力と顧客要求に対応する柔軟なカスタマイズ

力、広範な業界にわたる強固な顧客基盤を組み合わせることで、欧州地域におけるそれぞれの製品ポートフォリオの

拡大と、より広範な顧客層に対する包括的なソリューションの提供による販売力の強化と、製品開発技術力の相互活

用によるビジネスシナジーの創出を実現するためであります。

これらのことから、報告セグメントを「ヨーロッパ販売事業」から「ヨーロッパ生産販売事業」に変更しておりま

す。

当社グループの状況を事業系統図に示すと次のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクは、次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

 

Ｍ＆Ａに係るリスク

　当社は、2018年６月27日にPowerbox International ABを子会社化し、当社グループの業績に寄与することを見込

んでおります。しかしながら、事業環境の変化等により当初の想定を下回る場合、のれん等の減損処理等が発生し、

当社グループの業績や財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」 (企業会計基準第28号 2018年２月16日) 等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、財政状態については、当該会計基準等を遡って適用した後の前連結会計年度末

数値で比較を行っております。

(１)業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な設備投資、好調な企業業況に支えられ、回復基調を維

持しました。海外においては、米国経済は堅調に推移し、ヨーロッパ経済は景気回復基調を維持しました。また、

アジア経済は、中国における成長率の鈍化、その他地域の通貨安の影響で景気減速傾向が見られました。米国と中

国を中心とする貿易摩擦問題の影響拡大により、世界経済の先行きには不透明感が強まっています。

　エレクトロニクス業界におきましては、スマートフォン市場の成熟化やデータセンター関連投資の陰りにより半

導体製造装置の設備投資が先送りになったことと、工作機械などＦＡ機器関連業界の停滞の影響を受けるなど減速

傾向が見られました。

　このような情勢の中で当社グループは、営業－開発部門の連携を強化しつつ、新製品を軸とした重点顧客への提

案活動に注力してまいりました。

　新製品につきましては、小型・高速応答の非絶縁型ＤＣ－ＤＣコンバータ（ＰＯＬ）「ＢＲＦＳシリーズ」拡充

モデル、大電力・高効率パワーモジュール電源（安定型バスコンバータ）「ＣＨＳシリーズ」拡充モデル、小型汎

用ＤＣ－ＤＣコンバータ「ＭＧＸ」シリーズをそれぞれ市場投入いたしました。

　生産面では、生産能力の増強に取り組んできた結果、納期対応力が向上しました。

　なお、連結子会社 Powerbox International ABの本社事務所（スウェーデン、グネスタ）において、2018年９月

に発生した火災事故による棚卸資産及び有形固定資産の焼失損として、140百万円を特別損失に計上しておりま

す。この火災損失にかかる保険金収入は、第３四半期以降に計上する見通しであります。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は120億７百万円（前年同期比18.6％

減）、売上高は148億69百万円（同13.8％増）となりました。利益面におきましては、人件費や減価償却費の増

加、新規連結子会社の取得に伴うのれん等の償却などを計上した結果、経常利益は25億51百万円（同1.5％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は15億95百万円（同10.1％減）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本生産販売事業

　日本国内では、顧客・販売店の在庫及び発注調整と半導体製造装置関連で顧客の設備投資の延期の影響が重な

り、需要が大幅に減少しました。

　このような情勢の中、営業－開発部門の連携を強化し、新製品の拡販活動に注力するとともに、新規顧客の開

拓、重点顧客の深堀活動に取り組んでまいりました。

　この結果、外部顧客への売上高は、102億34百万円（前年同期比6.1％増）、セグメント利益は21億68百万円

（同5.1％増）となりました。

 

②北米販売事業

　米国では、医用機器関連は好調でしたが、販売店の在庫及び発注調整の影響があり、一般工作機器、半導体製

造装置関連の需要が大幅に減少しました。

　このような情勢の中、ファクトリーレップとの連携活動に注力してまいりました。

　この結果、外部顧客への売上高は、13億30百万円（前年同期比5.9％増）、セグメント利益は１億70百万円

（同58.5％増）となりました。
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③ヨーロッパ生産販売事業

　ヨーロッパでは、前年同期に対して一般産業機器、計測機器、医用機器関連の需要が増加し、全体的には好調

に推移いたしました。

　このような情勢の中、重点ディストリビューターとの連携を強化し、新規プロジェクト獲得、新規顧客開拓に

注力してまいりました。

　この結果、外部顧客への売上高は、18億44百万円（前年同期比257.2％増）、セグメント損失は29百万円（前

年同期はセグメント利益12百万円）となりました。

　なお、当該セグメントは、第１四半期連結会計期間にPowerbox International ABの株式取得を行い、新たに

連結子会社化したことに伴い、報告セグメントを「ヨーロッパ販売事業」から「ヨーロッパ生産販売事業」に変

更しております。

 

④アジア販売事業

　アジアでは、顧客・販売店の在庫及び発注調整と半導体製造装置や工作機械関連で顧客の設備投資の延期の影

響が重なり、需要が大幅に減少しました。

　このような情勢の中、ターゲット業界・顧客を絞り、新規プロジェクト獲得、新規顧客開拓に注力してまいり

ました。

　この結果、外部顧客への売上高は、14億59百万円（前年同期比11.0％減）、セグメント利益は70百万円（同

17.1％減）となりました。

 

⑤中国生産事業

　中国生産事業においては、品質管理体制の強化と生産性向上活動に継続して取り組むとともに、今後の需要拡

大を意識した生産ラインの増設と部材調達力強化を進めてまいりました。

　この結果、セグメント間の内部売上高は、５億76百万円（前年同期比4.0％減）、セグメント利益は１億19百

万円（同8.2％減）となりました。

 

(２)財政状態

　2018年６月に株式取得した Powerbox International AB の影響等に伴い、当第２四半期連結会計期間末におけ

る資産合計は464億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億50百万円増加いたしました。負債合計は55億30

百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億35百万円増加いたしました。

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は224億29百万円となり、前連結会計年度末に比べ34億52百万

円減少いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金が１億34百万円、有価証券が５億99百万円、たな卸資

産が７億18百万円増加した一方で、現金及び預金が51億12百万円減少したことによるものであります。

　固定資産は240億57百万円となり、前連結会計年度末に比べ48億２百万円増加いたしました。これは主に、有

形固定資産が16億円、のれん等の無形固定資産が36億40百万円、繰延税金資産が２億86百万円増加した一方

で、投資有価証券が９億61百万円減少したことによるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は47億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ６百万円減

少いたしました。これは主に、買掛金が５億29百万円、借入金が３億19百万円増加した一方で、未払金が５億

18百万円、未払法人税等が３億73百万円、賞与引当金が39百万円、製品保証引当金が１億28百万円減少したこ

とによるものであります。

　固定負債は８億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億42百万円増加いたしました。これは主に、繰

延税金負債が３億83百万円増加したこと等によるものです。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は409億56百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億14百

万円増加いたしました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益15億95百万円、剰余金の配当５億75百万

円等により、株主資本が10億12百万円増加し、その他有価証券評価差額金の減少等によりその他の包括利益累

計額が94百万円減少したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は88.1％（前連結会計年度末は88.7％）となりました。
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(３)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ48億12百万円減少し、51億29百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、16億25百万円（前年同期比5.1％減）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純利益24億16百万円（同3.9％減）に加え、減価償却費５億72百万円（同52.6％増）、売上

債権の減少額３億59百万円（前年同期は増加額１億64百万円）を計上した一方で、仕入債務の減少額３億円

（同784.4％増）、製品保証引当金の減少額１億28百万円（前年同期は増加額96百万円）、法人税等の支払

額11億30百万円（同95.3％増）があったことを反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、48億10百万円（前年同期は得られた資金17億５百万円）となりました。

これは主に、定期預金の払戻による収入３億円（前年同期実績なし）、投資有価証券の償還による収入１億

円（前年同期比97.6％減）がありましたが、有形固定資産取得の取得による支出25億63百万円（同246.3％

増）、連結範囲の変更を伴う株式取得による支出26億68百万円（前年同期実績なし）があったことを反映し

たものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、16億92百万円（前年同期比191.6％増）となりました。これは主に、短

期借入金の返済による支出３億１百万円（前年同期実績なし）、長期借入金返済による支出７億62百万円

（前年同期実績なし）、配当金の支払額５億74百万円（同0.1％減）、連結範囲の変更を伴わない子会社株

式取得支出53百万円（前年同期実績なし）であります。

 

(４)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(５)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、38百万円であります。なお、研究

開発費は、電源等の基礎研究費用であり、新製品開発に係る費用は含んでおりません。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません

が、今般、Powerbox International AB の子会社化に伴い、製品開発技術力の相互活用による新製品の開発や共

同開発を積極的に取り組んでまいります。

 

(６)従業員数

当第２四半期連結累計期間において、Powerbox International ABの株式取得を行い、同社及びその子会社を

連結子会社としたことに伴い、ヨーロッパ生産販売事業における従業員数は123名増加しております。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

（2018年11月20日）

提出日現在発行数（株）
（2018年12月28日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 37,212,000 37,212,000
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 37,212,000 37,212,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2018年８月21日～

2018年11月20日
－ 37,212,000 － 2,055,000 － 2,288,350
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（５）【大株主の状況】

  2018年11月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

飴　久晴 富山県富山市 4,421 12.30

買場　清 富山県富山市 2,811 7.82

若土　征男 富山県富山市 2,365 6.58

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 1,377 3.83

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11-３ 1,214 3.38

RBC IST 15 PCT NON LENDING

ACCOUNT                    

 (常任代理人　シティバンク銀行

株式会社)

 

7TH FLOOR, 155 WELLINGTON STREET WEST

TORONTO, ONTARIO, CANADA, M5V 3L3

（東京都新宿区新宿６丁目27－30）

 

1,180 3.28

みずほ信託銀行株式会社　退職給

付信託　北陸銀行口　再信託受託

者　資産管理サービス信託銀行株

式会社

 

東京都中央区晴海１丁目８－12　晴海アイ

ランド　トリトンスクェア　オフィスタ

ワーＺ棟

 

1,117 3.11

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT

（常任代理人　香港上海銀行東京

支店）

ONE LINCOLN STREET, BOSTON MA USA

02111

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

916 2.55

コーセル取引先持株会 富山県富山市上赤江町１丁目６－43 723 2.01

町野　利道 富山県富山市 687 1.91

計 － 16,816 46.78

（注）上記のほか、自己株式が1,267千株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年11月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,267,200 － －

　完全議決権株式（その他） 普通株式 35,932,000 359,320 －

　単元未満株式 普通株式     12,800 － －

　発行済株式総数 37,212,000 － －

総株主の議決権 － 359,320 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権の数２個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

2018年11月20日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

コーセル株式会社
富山県富山市上赤江

町１丁目６－43
1,267,200 － 1,267,200 3.41

計 － 1,267,200 － 1,267,200 3.41

（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が1,000株あります。な

お、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」に含まれております。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年８月21日から2018

年11月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年５月21日から2018年11月20日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年５月20日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年11月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,242,249 5,129,586

受取手形及び売掛金 9,188,221 9,322,929

有価証券 2,200,150 2,800,060

商品及び製品 1,087,264 1,826,628

仕掛品 93,502 191,634

原材料及び貯蔵品 2,798,310 2,679,801

その他 277,287 483,463

貸倒引当金 △4,956 △4,622

流動資産合計 25,882,029 22,429,479

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,692,112 5,459,878

減価償却累計額 △2,762,249 △2,814,093

建物及び構築物（純額） 929,863 2,645,785

機械装置及び運搬具 6,837,825 7,120,272

減価償却累計額 △5,033,214 △5,088,057

機械装置及び運搬具（純額） 1,804,611 2,032,214

工具、器具及び備品 5,564,439 5,872,299

減価償却累計額 △5,141,617 △5,318,511

工具、器具及び備品（純額） 422,822 553,788

土地 1,192,440 1,191,800

建設仮勘定 879,402 406,417

有形固定資産合計 5,229,140 6,830,005

無形固定資産   

ソフトウエア 83,905 70,797

技術資産 － 861,682

顧客関連資産 － 1,071,112

のれん － 1,664,386

その他 10,173 66,182

無形固定資産合計 94,079 3,734,161

投資その他の資産   

退職給付に係る資産 125,740 126,470

投資有価証券 13,229,699 12,268,146

繰延税金資産 428,345 714,753

その他 148,036 384,265

投資その他の資産合計 13,931,822 13,493,635

固定資産合計 19,255,041 24,057,802

資産合計 45,137,071 46,487,282
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年５月20日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年11月20日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,227,229 1,756,508

短期借入金 － 308,875

1年内返済予定の長期借入金 － 10,163

未払金 863,403 344,460

未払法人税等 1,110,245 736,908

賞与引当金 413,963 374,119

製品保証引当金 712,000 584,000

その他 402,222 607,536

流動負債合計 4,729,065 4,722,572

固定負債   

退職給付に係る負債 206,900 236,516

繰延税金負債 － 383,995

長期借入金 － 27,806

その他 159,133 160,035

固定負債合計 366,033 808,353

負債合計 5,095,099 5,530,925

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,055,000 2,055,000

資本剰余金 2,288,350 2,279,881

利益剰余金 36,644,408 37,665,149

自己株式 △1,523,058 △1,523,058

株主資本合計 39,464,699 40,476,972

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 474,128 292,140

為替換算調整勘定 79,830 165,850

退職給付に係る調整累計額 △3,857 △1,928

その他の包括利益累計額合計 550,101 456,061

非支配株主持分 27,171 23,321

純資産合計 40,041,972 40,956,356

負債純資産合計 45,137,071 46,487,282
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年５月21日
　至　2017年11月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年５月21日
　至　2018年11月20日)

売上高 13,061,368 14,869,304

売上原価 8,776,193 10,098,594

売上総利益 4,285,175 4,770,709

販売費及び一般管理費 ※ 1,861,607 ※ 2,241,059

営業利益 2,423,567 2,529,650

営業外収益   

受取利息 23,298 24,942

受取配当金 24,762 27,572

受取補償金 23,490 －

その他 37,143 21,902

営業外収益合計 108,694 74,417

営業外費用   

支払利息 － 16,107

為替差損 17,141 32,715

その他 － 3,509

営業外費用合計 17,141 52,332

経常利益 2,515,121 2,551,735

特別利益   

固定資産売却益 406 16,211

特別利益合計 406 16,211

特別損失   

固定資産売却損 － 602

固定資産除却損 1,134 11,101

火災損失 － 140,096

特別損失合計 1,134 151,801

税金等調整前四半期純利益 2,514,393 2,416,145

法人税、住民税及び事業税 752,597 746,972

法人税等調整額 △15,610 67,859

法人税等合計 736,986 814,831

四半期純利益 1,777,406 1,601,314

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,077 5,457

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,774,329 1,595,856
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年５月21日
　至　2017年11月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年５月21日
　至　2018年11月20日)

四半期純利益 1,777,406 1,601,314

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 145,903 △181,988

為替換算調整勘定 134,786 99,654

退職給付に係る調整額 △2,833 1,928

その他の包括利益合計 277,857 △80,404

四半期包括利益 2,055,263 1,520,909

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,050,673 1,514,813

非支配株主に係る四半期包括利益 4,589 6,096
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年５月21日
　至　2017年11月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年５月21日
　至　2018年11月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,514,393 2,416,145

減価償却費 375,133 572,431

のれん償却額 － 41,412

貸倒引当金の増減額（△は減少） △369 △381

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,009 △39,623

製品保証引当金の増減額（△は減少） 96,000 △128,000

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △120,880 △661

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 117,825 5,099

受取利息及び受取配当金 △48,061 △52,514

支払利息 － 16,107

為替差損益（△は益） 3,056 △33,629

有形固定資産売却損益（△は益） △406 △15,608

有形固定資産除却損 1,134 11,101

売上債権の増減額（△は増加） △164,892 359,085

たな卸資産の増減額（△は増加） △382,646 70,766

仕入債務の増減額（△は減少） △34,007 △300,761

その他 △107,708 △202,129

小計 2,238,559 2,718,841

利息及び配当金の受取額 53,271 53,167

利息の支払額 － △16,107

法人税等の支払額 △578,999 △1,130,670

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,712,831 1,625,230

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △740,098 △2,563,057

有形固定資産の売却による収入 583 28,276

投資有価証券の取得による支出 △1,800,300 △300

投資有価証券の償還による収入 4,250,000 100,000

定期預金の払戻による収入 － 300,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △2,668,227

その他 △4,916 △7,579

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,705,267 △4,810,887

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 2,706

短期借入金の返済による支出 － △301,716

長期借入金の返済による支出 － △762,640

自己株式の取得による支出 △56 －

配当金の支払額 △574,999 △574,682

非支配株主への配当金の支払額 △5,295 △2,367

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △53,524

財務活動によるキャッシュ・フロー △580,351 △1,692,224

現金及び現金同等物に係る換算差額 99,989 65,218

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,937,738 △4,812,663

現金及び現金同等物の期首残高 5,767,942 9,942,249

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 8,705,680 ※ 5,129,586
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間において、株式取得によりPowerbox International ABを子会社化したことに伴い、第

１四半期連結会計期間から同社及びその子会社を連結の範囲に含めております。

　なお、Powerbox International ABは当社の特定子会社に該当しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2017年５月21日
　　至 2017年11月20日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2018年５月21日

　　至 2018年11月20日）

貸倒引当金繰入額 △369千円 △381千円

給料 415,425 651,620

賞与引当金繰入額 79,835 89,299

製品保証費 193,647 73,056

製品保証引当金繰入額 96,000 △128,000

退職給付費用 20,094 22,447

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年５月21日
至　2017年11月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年５月21日
至　2018年11月20日）

現金及び預金勘定 9,005,680千円 5,129,586千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △300,000 -

現金及び現金同等物 8,705,680 5,129,586
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年５月21日　至　2017年11月20日）

１．配当金支払額

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額

（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月29日

取締役会
普通株式 575,115 16 2017年５月20日 2017年７月18日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額

（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2017年12月13日

取締役会
普通株式 575,115 16 2017年11月20日 2018年２月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年５月21日　至　2018年11月20日）

１．配当金支払額

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額

（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

取締役会
普通株式 575,115 16 2018年５月20日 2018年７月17日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額

（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2018年12月12日

取締役会
普通株式 611,059 17 2018年11月20日 2019年２月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年５月21日　至　2017年11月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
日本生産
販売事業

北米販売
事業

ヨーロッパ
生産販売
事業

アジア販売
事業

中国生産
事業

合計

売上高         

外部顧客への
売上高

9,647,309 1,256,498 516,439 1,641,121 － 13,061,368 － 13,061,368

セグメント間の
内部売上高

2,411,690 － － － 600,627 3,012,317 △3,012,317 －

計 12,058,999 1,256,498 516,439 1,641,121 600,627 16,073,686 △3,012,317 13,061,368

セグメント利益 2,064,480 107,523 12,311 84,729 130,209 2,399,254 24,312 2,423,567

（注）１．セグメント利益の調整額24,312千円は、セグメント間の取引消去25,854千円及び棚卸資産の未

実現損益の消去△1,541千円であります。

２．各報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利

益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年５月21日　至　2018年11月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
日本生産
販売事業

北米販売
事業

ヨーロッパ
生産販売
事業

アジア販売
事業

中国生産
事業

合計

売上高         

外部顧客への
売上高

10,234,068 1,330,543 1,844,719 1,459,972 － 14,869,304 － 14,869,304

セグメント間の
内部売上高

2,380,401 － － － 576,847 2,957,249 △2,957,249 －

計 12,614,469 1,330,543 1,844,719 1,459,972 576,847 17,826,553 △2,957,249 14,869,304

セグメント利益
又は損失（△）

2,168,957 170,414 △29,819 70,204 119,557 2,499,315 30,335 2,529,650

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額30,335千円は、セグメント間の取引消去17,290千円及

び棚卸資産の未実現損益の消去13,044千円であります。

２．各報告セグメントのセグメント利益又は損失（△）の合計と調整額の合計は、四半期連結損益

計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間に、Powerbox International ABの株式取得を行い、新たに連結子会社にした

ことに伴い、報告セグメントを「ヨーロッパ販売事業」から「ヨーロッパ生産販売事業」に変更しており

ます。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　第１四半期連結会計期間に、Powerbox International ABの株式取得に伴い、暫定的に算出されたのれ

ん 2,604,541千円を計上しておりましたが、当第２四半期連結会計期間に取得原価の配分が完了したこと

により、975,979千円減少しております。
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（企業結合等関係）

（取得による企業結合）

１．企業結合に係る暫定的な会計処理の確定

　2018年６月27日に行われた Powerbox International AB との企業結合について、第１四半期連結会計期間

において暫定的な会計処理を行っておりましたが、当第２四半期連結会計期間において、次のとおり確定し

ております。

 

修正科目 のれん修正額

のれん（修正前） 2,604,541千円

無形固定資産 △1,257,285千円

繰延税金負債 281,305千円

のれん（修正額） △975,979千円

のれん（修正後） 1,628,561千円

 

２．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（1）発生したのれんの金額

　1,628,561千円

（2）発生原因

　今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力によるものであります。

（3）償却方法及び償却期間

　10年間にわたる均等償却

 

３．のれん以外の無形固定資産に配分された金額及び種類別の償却期間

主要な種類別の内訳 金額 償却期間

　技術資産 843,336千円 10年

　顧客関連資産 1,039,176千円 15年

 

（共通支配下の取引等）

１．取引の概要

（1）結合当事企業の名称及びその事業の内容

　結合当事企業の名称：　Powerbox International AB

　事業の内容：　電子機器、電機機械器具の開発、製造及び販売

（2）企業結合日

　2018年９月30日（みなし取得日）

（3）企業結合の法的形式

　非支配株主からの株式取得

（4）結合後企業の名称

　変更はありません。

（5）その他取引の概要に関する事項

　当社の連結子会社である Powerbox International AB の非支配株主持分を当社が追加取得し、完全子会

社としました。

 

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2013年9月13日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2013年9月13日）に基づき、共通支配下

の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。

 

３．子会社株式を追加取得した場合に掲げる事項

被取得企業の追加取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 4百万SEK （53,524千円）

取得原価  4百万SEK （53,524千円）
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４．非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

(1）資本剰余金の主な変動要因

　子会社株式の追加取得

(2）非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

　8,561千円

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年５月21日
至　2017年11月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年５月21日
至　2018年11月20日）

１株当たり四半期純利益金額 49円36銭 44円39銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,774,329 1,595,856

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額（千円）

1,774,329 1,595,856

普通株式の期中平均株式数（千株） 35,944 35,944

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

 2018年12月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　①　中間配当による配当金の総額 ……………… 611,059千円

　②　１株当たりの金額 …………………………… 17円

　③　支払請求の効力発生日及び支払開始日 …… 2019年２月４日

　　　　   （注）2018年11月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年12月28日

コーセル株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐々木　雅　広　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伏　谷　充二郎　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 笠　間　智　樹　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーセル株式会

社の2018年５月21日から2019年５月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年８月21日から2018年11月

20日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年５月21日から2018年11月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コーセル株式会社及び連結子会社の2018年11月20日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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